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平成 30 年７月豪雨に係る災害復旧事業等の進捗状況について 

 

１ 要旨・目的 

  平成 30 年 7 月豪雨により甚大な被害が発生した公共土木施設の災害復旧事業につい

て，進捗状況と見通し等について報告する。 

 

２ 現状・背景 

  平成 30 年７月豪雨災害からの復旧・復興については，被災された住民の皆様の日常が

一日も早く回復するよう，「平成 30 年７月豪雨災害からの復旧・復興プラン」に基づき，

最優先で取り組んでいる。 

   

３ 概要 

(1)  対象者                 

被災された県民・事業者等 

 

(2)  事業内容                              

平成 30 年７月豪雨により甚大な被害が発生した公共土木施設 2,550 箇所の災害復旧

事業と，三篠川や主要地方道呉環状線などの改良復旧事業に取り組む。 

 

(3)  進捗状況 

ア 災害復旧事業 

災害復旧事業については，改良復旧事業等により実施する箇所を除いた 2,523 箇

所の令和３年８月末時点での進捗状況は表１のとおりである。 

なお，令和３年７月豪雨及び８月豪雨により，工事中の箇所が再度災害を受けたこ

とから，これらの箇所については完成時期が令和４年度にずれ込む見込みである。 

イ 改良復旧事業 

改良復旧事業については，令和５年度中の事業完了を目指しており，令和３年８

月末時点での進捗状況は表２のとおりである。 

なお，ひよき川（災害関連事業）については，隣接する他工事の遅れや令和３年

７月豪雨及び８月豪雨の影響により事業完了が令和４年度にずれ込む見込みであ

る。 
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表１ 災害復旧事業の進捗状況 
（単位：箇所） 

建設事務所（支所）

等 

災害復旧事業被災箇所数（査定決定ベース） 

 

発注済※１ 
完成 

 契約済 

西部 462 462 458 288 

呉 219 219 219 149 

廿日市 11 11 11 11 

安芸太田 29 29 29 29 

東広島 515 515 513 307 

東部 450 450 450 425 

三原 457 457 457 377 

北部 141 141 141 139 

庄原 236 236 236 164 

広島水道 3 3 3 3 

全体 

（改良復旧事業等により実施

する箇所を除く） 

2,523 

 

2,523 

(100％) 

2,517 

(99%) 

1,892 

(75%) 

(全体) 

（改良復旧事業等を含む） 
(2,550) (2,540) (2,534) (1,897) 

（※１）公告または指名通知済のもの。 

 

表２ 改良復旧事業の進捗状況 

区

分 
事業名 

進捗状況（予定を含む） 

完了目標 
用地 

工事（工事数量に対する割合） 

契約 完了 

道

路 

主要地方道 
呉環状線【災害関連事業】 

境界立会： 100％  

用地取得： 9.5％ 

（工事施工承諾含み 100％） 

護 岸 工：100％ 

法 面 工：100％ 

橋梁下部工：100％ 

橋梁上部工： 0％ 

舗 装 工：  0％ 

護 岸 工： 86％ 

法 面 工： 31％ 

橋梁下部工： 0％ 

橋梁上部工： 0％ 

舗 装 工：  0％ 

令和４年度中 

河

川 

沼田川及びその支川 
【河川激甚災害対策 

特別緊急事業】 

境界立会：100％ 

用地取得：100％ 

護 岸 工： 35％ 

掘 削 工： 77％ 

築 堤 工： 80％ 

堰 改 築 工：100％ 

護 岸 工： 35％ 

掘 削 工： 77％ 

築 堤 工：  7％ 

堰 改 築 工：  0％ 

令和４年度中 

三篠川 
【災害復旧助成事業】 

境界立会： 98％ 

用地取得： 72％ 
護 岸 工： 46％ 護 岸 工： 16％ 令和５年度中 

砂

防 

ひよき川 
【災害関連事業】 

境界立会：100％  

用地取得： 99％ 

渓流保全工：100％ 

橋 梁 工： 50％ 

渓流保全工： 13％ 

橋 梁 工： 0％ 
令和４年度中 
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(4)  予算（国庫） 

災害復旧事業 ： 21,935 百万円（繰越予算） 

改良復旧事業 【呉環状線】 ：    608 百万円（繰越予算） 

  〃    【三篠川】 ：  3,490 百万円（令和３年度当初予算） 

  〃    【沼田川】 ：  1,050 百万円（令和２年度２月補正） 

  〃    【ひよき川】 ：   178 百万円（繰越予算） 
 

(5)  今後の対応 

平成 30 年７月豪雨に係る災害復旧事業の実施箇所のうち，人家に近接した箇所など

県民生活に影響の大きい 1,397 箇所については，８月末時点で 1,388 箇所が完成してい

る。 

一方で，被災箇所の多い西部建設事務所及び東広島支所管内等においては，令和３年

７月豪雨及び８月豪雨により，工事中の箇所が再度災害を受け，被害が拡大する増破等

が発生し工事の手戻りなどが生じたことから，これらの箇所については完成時期が令和

４年度にずれ込む見込みである。 

引き続き，事業進捗が図られるよう，下請参入拡大を目的とした下請業者に対するイ

ンセンティブを与える取組や，建設事業者自らの創意工夫等により工期短縮を行ったも

のに対して工事成績評点への加点等のインセンティブを与える取組を導入する。 
 

《令和３年８月に完成した災害復旧事業の一例》 

                       

《令和３年８月の改良復旧事業の状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （一）牧川（神石高原町牧） 

（二）二河川（呉市苗代町） 

（二）菅川（三原市本郷町） 
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至 天応町 

至 焼山町 

（参考 改良復旧事業の進捗状況の詳細） 

（１） 主要地方道 呉環状線 災害関連事業 

  主要地方道呉環状線については，現在，用地取得を積極的に進めるとともに，工事につい

ては護岸工が約９割，法面工が約３割完了するなど，再度災害防止に努めているところであ

る。 

  また，護岸工が完成した一部区間については，道路拡幅工事を完成させて部分供用を開始

するなど，事業効果を発現させながら工事を進めている。 

  現在，残る橋梁上部工等の工事契約に向けた手続きを進めているところであり，引き続き，

各工区の適切な工程管理等を行い，令和４年度中の完成を目指し事業執行を図る。 

 

《主要地方道 呉環状線【災害関連事業】の進捗状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改良後道路 現道 【断面①】 【断面②】 

改良後道路 現道 

 

2 工区 

至 焼山町 

至 天応町 

①護岸工施工状況 ②法面工施工状況 

【平面図】 

1 工区 

断面① 

断面② 

写真① 

写真② 

3 工区 

：4 工区（橋梁上部工等） 
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（２） 沼田川及びその支川 河川激甚災害対策特別緊急事業 

  沼田川及びその支川については，沼田川本川では茶山涯頭首工の堰改築や河道掘削，支川

の菅川及び仏通寺川では築堤，天井川では護岸のかさ上げなどの工事を順次進めている。 

  引き続き，適切に工程管理等を行い，令和４年度中の完成を目指し事業執行を図る。 

 

《沼田川【河川激甚災害対策特別緊急事業】の進捗状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼  

事業イメージ図 

【平面図】 

 

沼田川 

菅川 

①沼田川（堰改築状況） 

① 

② 

②菅川（築堤工施工状況） 
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（３） 三篠川 災害復旧助成事業 

  三篠川については，改良復旧を予定している全５区間中４区間について，築堤・護岸整備

や河道拡幅，河道掘削などの工事を順次進めている。 

今年度は，引き続き工事と並行して用地取得を進めるとともに，全ての区間で工事を発注

する予定である。 

  引き続き，関係者に丁寧な説明を行うとともに，適切に工程管理等を行い，令和５年度中

の完成を目指し事業執行を図る。 

 

《三篠川【災害復旧助成事業】の進捗状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①護岸工施工状況 ②護岸工施工状況 

左岸 

右岸 

左岸 

【平面図】 

① 

② 
区間 契約 完了

② 0% 0%

事業イメージ図 

右岸 

区間 契約 完了

① 23% 23%

区間 契約 完了

⑤ 35% 26%

区間 契約 完了

③ 35% 24%

区間 契約 完了

④ 71% 11%
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（４） ひよき川 砂防施設災害関連事業 

ひよき川については，渓流保全工の契約を完了し，順次工事に着手しているところである

が，進入路が重複する他工事の着手が遅れたことにより当該箇所より先の工事用道路設置作

業に予定どおり着手できなかった影響及び令和３年７～８月豪雨に伴い，不稼働日が増加す

るとともに，現場内への土砂流入による手直し工事等も必要となり，事業完了が令和４年度

にずれ込む見込みである。 

現在，他地域からの施工業者に加え，他県の下請け業者も活用しており，引き続き可能

な限り早期に事業完了できるよう取り組む。 

 

《ひよき川【災害関連事業】の進捗状況》 

 

現在，他地域からの施工業者に加え，他県の下請け業者も活用しており，引き続き可能な限り早

期に事業完了できるよう取組む。                   

 

 

 

 

 

 

 

 

写真① 令和３年７月豪雨による被災前後状況 


